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論 文 内 容 の 要 旨 
鳥類でよく知られる共同的一妻多夫の成立機構は、雄間関係を重視する「繁殖偏向仮説」で長年説明さ
れてきたが、雌が雌自身の適応度を高めるため雄を操作しているとする「雌操作仮説」が近年鳥類の研究


















論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
雌が複数雄と配偶し、協力して一つの巣で繁殖する共同的一妻多夫は、鳥類でよく知られている。その
成立要因として雌が配偶雄の子供の数を操作するという「父性の操作」仮説が注目されている。共同的一
妻多夫魚である Julidochromis transcriptus でも、雌による父性操作がその社会構造の成立の主要因と
考えられている。本論文は、この仮説を更に発展させ、雌が操作するのは２雄の子供の数(父性)ではなく、
雄による自分の遺伝的子供の数の推定を操作するとの「雄の父性認識操作」仮説を検証している。 
まず本種の雌はこの操作のために産卵巣だけでなく巣内の産卵場所も選択することを実験的に示した（第
２章）。さらに産卵行動とそれに類似する擬似産卵行動(卵は産まない)は、様々な点で差異がないこと、
１雄との産卵よりも２雄との産卵で擬似産卵がはるかに多いことを示し、雌が雄の操作に擬似産卵を用い
ている可能性を指摘した（第３章）。その上で、雌の擬似産卵行動に対しても雄は放精行動をとり、さら
に産卵行動と差異なく雄は放精していることを巧みな精子採集実験により証明し、雄が産卵と擬似産卵の
区別ができないことを示した（第４章）。最後に、産卵行動回数ではなく、擬似産卵行動やそれを含めた
総産卵行動回数が多いほど雄の卵保護行動が有意に増加することから、雌は擬似産卵行動により父性認識
操作をし、その結果雄の保護行動が増加することを示唆した（第５章）。またこの操作により雌親自身の
保護量が減少する傾向も示している。雌による雄の父性認識の操作は、鳥類の雌も用いている繁殖戦術で
ある可能性が十分あり、本論文で得られた知見の意義は大きいと言える。 
本論文は共同的一妻多夫の成立において雌の果たす役割について新たな視点を示した。以上のように、本
研究は行動生態学や動物社会学の分野に大きく寄与するものと高く評価することができ、博士(理学) の
学位を授与するに値すると審査した。 
